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幼児は なぜ 利他 的行動を とるか

〜 保 育の 場 との 関連 〜

　　　 小 林紀子

（小 田原 女子短期大学）

1　 は じめに

　 幼児は、なぜ、利他的行動 を とるの だ ろ う。 利他的

行動とは 「自分がコ ス トを負担 して利益を与える行動

　（亀 田．2000）を指すが、こ の 利他的行動は互 恵的で

もあり、一
方的な利己的行動 は長い 付き合い で みる と

利他的行動を阻む傾向に ある とい える。 では、入 園時

期か ら徐々 に長期的な関係が結ばれ てい く保育の 場 に

於い て、その 実態はどの ようなもの で あろう。

　 筆者は、幼児の ごっ こ にお ける争い 場面 を観察し、

自己 を主張 しっ つ 他者と協調する姿を見出 した （平成

15 年度保育学会発表 論文集）。そ こ では、個々 が主張

し争 い を展 開する 中で、遊び の 流れ （ス ト
ー

リ
ー

）そ

の もの を変更 （路線変更）して協調関係を結ん で い た。

ま た、こ の 路線変更は、日本の 昔話に於 け る 「小 さ子 」

の 争い における知恵の 発揮 とス トーリ
ー
展開 に関連 し

て い た。た とえば、それ まで の 脈絡を 中断 し、
一

旦棚

上 げに する 「そ ら し」 に よ り相手 を気遣 い ながら自己

を主張で きる ス ト
ー

リ
ー

を模索 し た り、「ユ ー
モ ア 」や

「不意打ち」 に よ る意外性で 争い の 主導権を握るス ト

ーリーを展開 した りす る姿で あ る （平成 14 年度乳幼

児 教 育学会発 表論 文 集 ）。そ こ で は、争い の 過激化 を避

けつ つ も自己 を主張する昔話の ヒーロ
ー 「小 さ子」 と

現代を生 きる子 ど もの 姿 とが重 な っ た。こ の 姿 の 背景

に、保育の 場が か か わ っ て い る と考える 。

　 そ こ で、本研究で は、幼児の 利他的行動 がなぜ 生 じ

るの か を保育の 場 との 関連で 探 る こ とを 目的 とす る。

皿　 研究方法

（1）観察園
・
対象児

・私 立 K 園 3 年保育 3歳 R 児とその 周辺 の 幼児達

・公 立 N 園 3 年保育5 歳 U 児とその 周辺の 幼児達

（2）観察 ・
分析方法

・登園後、 遊び開始か ら終了 時まで の
一

連を参与観

　 察し、VTR 及び、フ ィ
ー

ル ドノ
ー

ツ に 記録

・ 記録か ら 「争い 揚面」 を取 り出 し、その 後の遊び

　 の 展開及 び、保膏の場 との 関連 で分析 ・考察す る 。

　 尚、そ の 際、保育終了後 の 保育者 との 話 し合 い も、

　 分析 ・考察に生 かす。

皿　事例

（1）事例 1　 K 園 3 年保育 3 歳児 4 月

　　〜身代わ りの相 手 に近 づ き 恩返 しをす る〜

A 　 　 ：身 わ りに なる UI

  R 児は、登 園後、 U 児、 Y 児達と、戦い の ふ り

　　を して い る。

  R 児達は、積み木で 構成 したもの を怪獣と見立

　　て て、や っ つ け る。

  登 園 して きた 0 児 が、そ れ を見て 「い けない ん

　　だ、こわ しちゃ い けない ん だ1 と言 う。

  R 児達は、0 児を取 り囲むように して、戦い の

　　ふ りをする 。

  0 児 が、再度 「い けない ん だ」 と言 う。

  R 児は、0 児に 向け て積み木を投げつ ける。

  0 児が、大声で泣 く。

  R 児は、慌てて逃げる。

  U 児 も、0 児か ら逃げる。

  保育者は、0 児を抱き 「どうしたの ？」 と聞 く。

  0 児、泣き ながらR 児 た ちが逃げた方 を指差す。

  保育者が、手前にい た U 児 の 手 を 引き、「ど うし

　　たの か 先生 に 教え て 」 と言 う。

  U 児 「だっ て、こ わ しちゃ だ め っ て い うん だ も

　　ん 」 と保 育者に言 う。

  そ の 間、R 児は物陰か ら様 子 を うか が っ て い る。

  保育者 「こ わ しちゃ だ め っ て言われ たか ら 、 ぶ

　　っ た の ？」 と U 児に 聞く。

  U 児 「ごめ ん なさい 」 と、保育者 に言 う。

  保育者 f先生 に で は なく、0 ちゃ ん に 言 っ て 1
　　と U 児 に言う。

  U 児 「ごめん な さい 」 と、0 児 に 向か っ て 言 う。

B 場面 ：U 児に近 づ　恩 返 し　る R 児

 
一

連の 様 子 をずっ とみ て い た R 児は 、 保 育者か

　　らU 児が離れると、その 近く｛こ行く。

  R 児 は、U 児と同 じよ うに動き、近 くを うろう

　　ろして い る。その 後 、 R 児が作っ た （大切な）

　 武器を U 児に手渡 して い る。

  R ・U児は片付けの時間ま で、行動を共 にする。

C 面
・
　 、了

t’

の 言 し
A

い

・保育終了後、副園長 ・担任 ・担任補助 ・VTR 撮影

者で あ る筆者を交えて、当日の 保育につ い て話 し

合い を した 。 VTR を視聴 した担任保育者は 「えっ 、

もしか した らU 児 じゃ ない ？1 と言 い っ つ 、映像

を見 入 り 「明 日、U 児 に あや ま らな い と］と言 う。
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　 ・特 に、入 園当 初の こ の 時期、保育者 ・VTR 撮影者

　　 も、個 々 の 言 動 を 瞬時に判断す る こ とは難 し い と

　　話し合 う。 そ の こ とか ら、恐らく、幼児間にお い

　　 て も、それ は 同様 で あ ろ うと話 し合 う。 そ うい う

　　状況 に於 い て、R 児が
、 しっ か りと、　U 児 の 言動

　　 を見つ め て い たの は、興味深い と話 し合 う。

【考察】

・ この 事例は 、 3歳児入 園当初の 互 い に 名前も知 らな

　　い 時期の 事例 で ある。A 場面  におい て、　R 児は

　　積み木 を 0 児 に ぶつ け 、 争 い を過激化 して い る。

　　しか し、 0 児が大声で 泣き、保育者 が駆けつ ける

　　とい う事態に遭遇 し、慌て て逃げて い る 。

・ A 場面  で、U 児は 、
　R 児の身代わ りに なっ て 0

　　児 に謝罪 してい る。U 児は、　 R 児と同じ気持ちで

　　0 児に対 して い た た め、こ の 謝罪を行な っ た とも

　　考 え られ よ う。 しか し、VTR で U 児の 謝罪の 表情

　　を 見て み る と、顔を背け、目 を曲げたような表情

　　で あり、必ず しも納得 してい るとは読み取れない 。

・ B 場面  で、U 児は、　 R 児か ら最終的 に武器を譲

　　り受け て い る。

一
連 の 脈絡か らR 児の 気持ちが U

　　児 に伝わっ たか どうか は疑問で あるが、A 場面で

　　の 納得 して い な い 表 情は 消え 去 り楽 しそ うな表情

　　に 変化 してい る。
・ 一

方、R 児 は
一
連の 状況を よ く捉え、　 U 児 の 言動

　　を把握してい たか らこそ、U 児 に恩返 し 俔 返 り

　　行為）を したと考えられる。保育者 ・VTR 撮影者

　　共 に 、状況把握 が難しい 中で、R 児が、しっ か り

　　と状況 を把握 して い たの は、自らに 直接 か か わ る

　　状 況 で あ り、0 児を泣か せ U 児を身代 わ りに して

　　 しまっ た とい う思 い （罪悪 感） が働 い て い た か ら

　　だ と考え られ よ う。

（2）事例 2　 N 園 3 年保育5 歳児 12 月

　　〜関係維持ス ト
ー

リ
ー

に創 り変え る〜

A 場面 ，関係維持ス ト
ー

リ
ーを　 じる

E 児、F 児、
　H 児は 、 自分達 で 製作 し た人形を手に 「三

匹の 子 ぶたとおおかみ 」 を演 じて い る。子 ぶ た とお お

かみの や り と りを繰り返 し
、

レ ン ガ の 家に やっ て くる

とい うス ト
ー

リ
ー
展開にして い る。

  おお かみ役の H 児 は、レ ン ガ の 家の 煙突か ら入 り

　　 厂あちぢちぢ ！1 と言 っ て逃げる動きをする。

  大ぶ た ・中ぶ た役 E 児、小ぶ た役 F 児、お お か み

　　役 H 児 は、再度舞台に登 場する。 ．

  お お か み 役H 児 「おおかみ が 食べ ようと しま し

　　た1 と言 う。

  小ぶ た役 F 児 「は い 」 と言 っ て、リン ゴ をおおか

　　み に手 渡す。

  おおか み役の H 児 「ばくっ 」 と言 っ て リン ゴ を食

　　べ 、帰 っ て 行 く動 き をす る。

一
・保育終了 後、園長 ・主任保育者 ・全担任保育者 ・筆

　者 を交 え、園内研 究 を行 な っ た。その 際、A 場 面 

　 で、なぜ、リン ゴ を手渡す場 面 を登 場させ る か が 議

　論 に な る。1保 育者 が 「イ ギ リス 昔話で は、リン ゴ

　を巡 っ て小 ぶ た とお お か み が や りと りする場面が

　あっ たの で は ・・
」 とい う話に なる。

・
絵本 コ ーナーの イ ギ リス 昔話 （福音館）の 中に、り

　 ん ごが登場す る シーン が あ り、そ の 話を断片的に 取

　 り入れ つ つ ス ト
ー

リ
ー

を創 っ て い るの で は ない か

　と話 し合う、

【考察1
・ A 場面  で、リン ゴ が登 場 したの は、

’
恐らく絵本

　　 （イギ リス 昔話）か らの 影響と思われる。しか し、

　　子 ど も達は、絵本の 関係破綻ス トーリー （小 ぶ た

　　が狼を食べ る）を人形劇で は 関係維持ス ト
ー

リ
ー

　　に創 り変えて い る。つ まり、人形劇で は知恵 の 働

　　く小 ぶた がお お かみ を懲ら しめ、なお か っ リン ゴ

　　をおおかみ に 手渡すこ とで、おおか み が子ぶ た 達

　　を食べ ない とい う関係 を導き出 して い る。この こ

　　とは、両者 の今後の 長期的な関係維持を予想させ

　　る結末 となっ て い る。

W 　まとめ

・ 事例 1か ら、入園当初 3歳児 の 利他的行動は 偶発

　 性に支え られ る もの の、互 恵的 な もの とい え よ う。

　　こ の 時期の 幼児 は、同 じ動きや物の 所持、イメー

　　ジ の 共 有、楽 し さの 共 有を経験 す る こ とで そ の 相

　　手との 関係を培い 、長 い 付き合い を予感させ る も

　　の とな っ て い る。
一

方、入 園当初 3歳児 にお い て、

　　自 らの 言 動 を拒否 す る相 手 に対 しては、過激化 す

　　る争い （関係破綻）を仕掛けて い た。
・ 事例 2 か ら、保 育 の 場 に於 い て、複数 の 相 手 と長

　 い 付 き合 い を経験 して い る年長児は、関係維持ス

　　トーリーを受 け入 れ る と同時 に、それ が周 囲 に支

　 持され る こ と を学ん で い る 。 ま た、そ こ で は
一

方

　 的な利 己的行為 は 「小 さ子」 の 知 恵をもっ て懲 ら

　　しめ る とい うス トーリーとな っ て い た が
、 相手 を

　 徹底的にや っ つ ける とい うもの で は ない。
・ 幼児は保育の 場に於い て、遊びの 中で 何 と力湘 手

　　との 関係 を維持 しつ つ 自己 を主張 する知恵を学

　 ん で い く。 その プ ロ セ ス に お い て、利他的行動が

　 互恵的で あるこ とを同時 に学んで い くと考える。

一 583 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


